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2021年度佐賀県臨床検査技師会定時総会のお知らせ 

2021年度佐臨技定時総会を6月13日(日) 10:00～アバンセ

で開催します。会員の皆様は別紙「議決権行使書 入力・記入上

の注意」をご確認いただき電磁的方法もしくは書面での議決権

行使をお願いいたします。  

【 投票期間  】 

・電磁的方法の場合 

6月１日（火）09:00～6 月9日（水）23:59 

・書面の場合 

6月9日（水）事務局必着（当日消印有効ではありません） 

なお、総会成立には、会員数の過半数の出席（議決権行使）

が必要です。締切厳守で早めの議決権行使をお願いいたします。 

 

佐臨技ホームページリニューアルのお知らせ 

 6月より佐臨技ホームページをリニューアルいたします。 

 会員の皆様がさらに利用しやすいホームページになるように、

ページのレイアウトやデザインを変更し、スマートフォンなど

からでも閲覧しやすくなります。URL（saringi.jp）はそのまま

です。また、“会員ページ”を設けていますけど、パスワードは

後日メールにてお知らせいたします。 

 

臨床化学・免疫血清部門の生涯教育研修委員の交代のお知らせ 

（旧）松永 秀幸  ：国立病院機構佐賀病院 

（新）長岡 健   ：藤崎病院（県北地区） 

県北地区の事業推進委員交代のお知らせ  

（旧）井上 慎介 ：唐津赤十字病院 

（新）峯 悠太郎 ：唐津赤十字病院  

 

第24回佐賀県医学検査学会 開催のお知らせ 

一般演題に申込みいただきました皆様、誠にありがとうござ

います。標記学会では現在、厚生労働省より推進されている「タ

スク・シフティング業務」に関するセッションも企画しており

ます。開催時間を13：00から9：30開始に変更しております。

皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、多数のご参加をお待ち

しております。 

【会 期 ・ 方 法】7 月 11 日（日）9：30～Web 開催 

【事前参加申込】JAMTサイト 6月1日(火）～7月5日（月） 

※座長、発表者も必ず参加申込をお願いいたします。 

【招待メール送信】7月7日（水） 

 

「タスク・シフティング」アンケート報告 

日臨技で取り組んでいるタスク・シフティングは、医師の働

き方改革に寄与するためだけでなく、臨床検査技師の業務拡大

のためにも大きな好機です。 

4 月 9日（金）施設連絡責任者様宛にメールにてタスク・シ

フティングのアンケートをお願いいたしました。今回は佐臨技

版として実施し、32施設から回答をいただきました。回答項目

に実施の状況だけでなく、「今後行いたい」という選択項目を加 

 

えたことにより、意気込みも感じ取ることができました。 

また、診療科目や病床数、臨床検査技師数が違う状況で、そ

れぞれタスク・シフティングに取り組まれている様子が伺えま

した。今後とも日臨技の動向を注視し、佐臨技会員にとって有

益なタスク・シフティングを推し進めていければと思います。

アンケートにご協力いただきました皆様にお礼申しあげます。

詳細は第24回佐賀県医学検査学会で報告予定です。 

 

臨床検査技師に対するタスク・シフティング業務啓発事業の案内 

厚生労働省の「医師の働き方改革を進めるためのタスク・シ

フト/シェアの推進」に関連し、日臨技では臨床検査技師へ移管

される業務を啓発するために、「臨床検査技師に対するタスク・

シフティング業務啓発事業」として、視聴ビデオを日臨技ＨＰ

の会員サイトに掲載しています。今後、タスク・シフティング

の推進にあたって大変わかりやすい内容となっています。会員

の皆様はぜひ視聴していただきますようお願いします。 

視聴期間：2021年6月30日まで 

視聴方法：日臨技ＨＰの会員専用ページからログイン後、

研修会参加申込みから登録して視聴 

 

第70回日本医学検査学会in福岡 ただいまWeb開催中 

5 月 15 日(土)より標記学会が始まりました。開催挨拶では、

宮島喜文日臨技会長より、タスク・シフティングの推進をはじ

め技師教育改革における臨地実習指導者の育成、遺伝子検査に

おける精度管理の整備についてのお願いがありました。引き続

き、西浦明彦学会長（福岡県臨床衛生検査技師会会長）は、臨

床検査技師の未来に向けた活躍を目指して、今までに築かれて

きたよいものを継承しながら新しいものを作り上げていく（深

化と進化）ために、一人ひとりが前に進んでいくことが必要で

あると述べられ、本学会への多くの参加を呼びかけられました。

さまざまな視点からの多くの企画と一般演題が準備され充実し

た内容となっています。 

6月14日（月）までオンデマンドにて開催されます。ぜひ多

くの会員の参加をお願いします。 

 

第91回佐賀糖尿病内分泌懇話会・世話人会報告 

5月14日(金)、標記の会がWeb にて開催されました。県内

施設より一般演題2題が発表された後、特別講演として京都府

立医科大学内分泌・代謝内科学講師の山﨑真裕先生より、「コロ

ナ禍において糖尿病医療者に与えられた役割」と題して講演が

行われました。次回は9月3日にアバンセにてオンライン主体

のハイブリッド形式で開催することが承認されました。 

 

5月活動報告 

14日（金）佐賀糖尿病内分泌懇話会世話人会（Web）・・・平野 

15日（土）第70回日本医学検査学会（Web）・・・・・・平野 

17日（月）佐賀県合同輸血療法委員会世話人会（Web）・・平野 

20日（木）三役会（Web）・・・・・・・・・・・・・・全三役 


